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７
月
５
日
「
永
遠
の
四
一
」
出
版

記
念
会
を
開
催
し
た
。
90
歳
を
超
え

る
元
兵
士
、
高
齢
の
ご
遺
族
に
も
参

加
い
た
だ
き
、
改
め
て
41
連
隊
の
歴

史
を
偲
び
、
不
戦
の
誓
い
を
新
た
に

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

閉
会
後
、
そ
の
足
で
南
海
支
隊
戦

友
遺
族
会
主
催
の
東
部
ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア
慰
霊
の
旅
に
参
加
し
た
。
南
海

支
隊
は
、
福
山
41
連
隊
と
高
知
１
４

４
連
隊
の
合
同
編
成
で
あ
り
、
米
豪

連
合
軍
の
拠
点
ポ
ー
ト
モ
レ
ス
ビ

ー
を
攻
略
す
る
べ
く
、
武
器
・
弾

薬
・
食
糧
を
背
負
い
４
千
メ
ー
ト

ル
級
の
山
々
が
連
な
る
ス
タ
ン
レ

ー
山
脈
を
越
え
て
進
攻
す
る
と
い

う
無
謀
な
作
戦
に
従
事
し
た
。
結

果
、
補
給
が
続
か
ず
ポ
ー
ト
モ
レ
ス

ビ
ー
を
目
前
に
し
て
反
転
し
上
陸

地
点
の
海
岸
陣
地
に
追
い
詰
め
ら

れ
、
連
合
軍
の
圧
倒
的
な
砲
爆
撃
に

よ
り
地
獄
の
戦
場
と
化
し
た
。

福
山
41
連
隊
は
そ
の
９
割
に
相

当
す
る
２
千
名
が
戦
死
し
た
が
、
そ

の
多
く
は
餓
死
や
病
死
で
あ
り
、
高

知
１
４
４
連
隊
も
同
様
で
あ
っ
た
。

そ
の
せ
い
か
、
高
知
か
ら
は
高

知
県
知
事
代
理
・
高
知
県
議
３

名
が
参
加
さ
れ
、
県
民
の
関
心

の
高
さ
を
う
か
が
わ
せ
た
。
対

し
て
福
山
か
ら
は
市
議
１
名
で

あ
り
、
そ
の
差
が
鮮
明
で
あ
っ

た
。
広
島
県
・
福
山
市
は
原
爆

と
空
襲
に
関
し
て
は
熱
心
で
あ

る
が
、
そ
の
他
の
戦
争
の
歴
史
に
あ

ま
り
に
無
関
心
と
い
う
印
象
を
受

け
る
。
来
年
は
敗
戦
か
ら
70
年
、
福

山
か
ら
も
多
数
参
加
し
て
英
霊
の

供
養
を
行
い
た
い
も
の
だ
。

さ
て
、
現
地
で
は
ラ
ン
ド
ク
ル
ー

ザ
ー
に
分
乗
し
て
悪
路
を
ひ
た
走

っ
て
数
々
の
激
戦
地
跡
で
慰
霊
祭

を
行
い
、
大
歓
迎
を
受
け
た
。
パ
プ

ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
（
Ｐ
Ｎ
Ｇ
）
は
大

変
な
親
日
国
で
あ
り
、
住
民
曰
く

「
戦
争
は
良
く
な
い
、
し
か
し
あ
の

戦
争
が
無
け
れ
ば
我
々
は
以
前
の

ま
ま
で
あ
っ
た
。
独
立
も
発
展
も
無

か
っ
た
」。戦
争
中
、初
代
首
相
の
ソ

マ
レ
氏
は
日
本
軍
が
現
地
に
開
設

し
た
学
校
の
生
徒
で
あ
り
、
Ｐ
Ｎ
Ｇ

独
立
後
に
初
来
日
さ
れ
た
際
に
恩

師
の
キ
ャ
プ
テ
ン
・
シ
バ
タ
（
柴
田

中
尉
）
と
の
再
会
を
望
ま
れ
、
40
年

ぶ
り
に
再
会
を
果
た
し
た
。

私
達
と
入
れ
違
い
で
安
倍
総
理

も
Ｐ
Ｎ
Ｇ
を
訪
問
し
、
慰
霊
碑
に
参

拝
し
て
ソ
マ
レ
氏
と
も
面
談
さ
れ

た
。
Ｐ
Ｎ
Ｇ
は
天
然
ガ
ス
や
レ
ア
メ

タ
ル
の
産
出
国
で
あ
り
、
福
山
41
連

隊
が
両
国
の
絆
に
深
く
関
与
し
て

い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
慰
霊
の
旅 大田ゆうすけ

（福山市議会議員）
毎月 1日号に掲載
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